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２
月
定
例
会
で
は
、「
一
般
質
問
」（
議
員
個
人
に
よ
る
市
政
全
般
に
対
す
る

質
問
）
に
か
え
て
、
新
年
度
の
市
長
の
施
政
方
針
や
予
算
案
等
に
対
し
、
会
派

を
代
表
し
た
議
員
が
「
代
表
質
問
」
を
行
い
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
代
表
質
問
は
、
３
月
２
日
、
３
日
、
６
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
７
名
の
質
問
者
が
、
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

適正に基金及び市債を活用
財源不足への対応
財政の健全化を維持する

（
ふ
じ
さ
わ
新
政
会
）

　

市
長
の
思
い
を
職
員
や

市
民
と
共
有
す
る
こ
と
が
マ
ル

チ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
基
礎

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の

描
く
政
策
、
施
策
を
ど
の
よ
う

に
共
有
し
具
体
化
し
て
い
く
の

か
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

市
長
の
思
い
や
政
策
の

共
有
に
当
た
っ
て
は
、
目
標
や

目
的
を
と
も
に
す
る
こ
と
が
基

マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

市
長
の
思
い
や
政
策
を
共
有

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
対
話
を
進
め
る

本
で
あ
り
、
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
基
礎
と
な
る
と
認

識
し
て
い
る
。
共
有
を
深
め
る

た
め
に
、
ま
ず
は
市
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
と
職
員
及

び
市
民
に
届
け
、
対
話
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

職
員
に
つ
い
て
は
、
不
祥
事

の
再
発
防
止
を
契
機
に
副
市
長

と
管
理
職
員
と
の
対
話
の
機
会

を
設
け
、
意
見
交
換
や
情
報
、

ス
テ
ム
な
ど
を
テ
ー
マ
に
各
地

区
で
の
意
見
交
換
を
進
め
て
き

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
積

み
重
ね
る
こ
と
で
、
市
政
へ
の

信
頼
回
復
と
市
民
ニ
ー
ズ
に
し

っ
か
り
と
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
し
て
い
く
。
加
え

て
、
市
民
生
活
や
そ
の
困
り
ご

と
に
直
接
対
応
す
る
市
民
セ
ン

タ
ー
・
公
民
館
が
頼
り
に
な
る

拠
点
と
な
り
、
信
頼
と
共
感
が

芽
吹
き
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

と
人
の
和
を
一
層
育
む
場
と
な

る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

　

平
成
29
年
度
の
予
算
編

成
に
お
い
て
、
財
源
確
保
の
た

め
、
財
政
調
整
基
金
を
25
億
円

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

指
定
管
理
者
制
度
に
よ

る
施
設
管
理
に
つ
い
て
は
、
市

民
と
協
働
し
て
取
り
組
む
施
設

の
あ
り
方
を
追
求
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
制
度
に
対
す
る
考
え

方
と
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、

公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
民

間
事
業
者
等
の
有
す
る
能
力
、

経
験
、
知
識
等
を
広
く
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
に
効
率
的
、
効
果

的
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
経

費
の
節
減
等
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
導
入

を
進
め
、
28
年
６
月
１
日
現
在

で
、
20
種
１
４
０
施
設
に
導
入

し
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
指
定
管
理

者
に
は
公
の
施
設
の
設
置
目
的

を
よ
り
効
果
的
に
達
成
す
る
こ

と
、
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

確
保
及
び
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
を

同
時
に
求
め
て
い
く
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。
施
設
の
運
営

に
関
し
て
は
、
本
市
の
指
定
管

理
者
審
査
選
定
に
お
い
て
、
特

に
地
域
住
民
と
の
協
働
が
必
要

な
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
評

価
に
際
し
て
地
域
住
民
と
の
協

働
に
関
す
る
項
目
を
加
え
る
な

ど
、
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
施

設
運
営
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

市
民
の
家
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
の
指
定
管
理
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
市
民
運
営
の
長
所
を
生
か

し
な
が
ら
、
個
別
の
特
性
を
生

か
し
た
運
営
へ
の
移
行
を
検
討

し
て
い
る
施
設
も
あ
る
。
今
後

も
、
市
と
指
定
管
理
者
が
一
体

と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
指
定
管

理
者
制
度
の
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

（
藤
沢
市
公
明
党
）

　

施
政
方
針
に
お
け
る
新

た
な
行
財
政
改
革
を
進
め
る
に

は
、
運
営
の
見
え
る
化
は
不
可

欠
で
あ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

財
務
状
況
や
事
業
別
フ
ル
コ
ス

ト
情
報
を
詳
し
く
か
つ
正
確
に

開
示
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
の
公
会
計
制
度
改
革
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

平
成
29
年
度
の
取
り
組

み
と
し
て
、
統
一
的
な
基
準
に

よ
る
財
務
書
類
の
作
成
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
に
整
備
し
た
固

定
資
産
台
帳
の
精
査
、
更
新
を

行
う
と
と
も
に
、
公
会
計
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
年
度
末
ま
で

に
財
務
書
類
を
公
表
す
る
予
定

で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
財
務

書
類
は
期
末
一
括
仕
訳
に
よ
り

作
成
す
る
予
定
だ
が
、
導
入
す

る
公
会
計
シ
ス
テ
ム
は
、
今
後

の
日
々
仕
訳
の
導
入
も
視
野
に

入
れ
て
対
応
可
能
な
も
の
を
、

ま
た
、
29
年
度
末
に
更
新
す
る

予
定
の
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
は
、

公
会
計
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
が

可
能
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
定

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

事
業
別
フ
ル
コ
ス
ト
情
報
の

開
示
に
つ
い
て
は
、
公
会
計
改

革
に
伴
い
複
式
簿
記
を
導
入
し
、

日
々
仕
訳
に
よ
り
事
業
別
財
務

書
類
な
ど
の
作
成
が
適
時
に
可

能
と
な
る
こ
と
で
、
フ
ル
コ
ス

ト
情
報
な
ど
を
も
と
に
市
民
に

市
の
財
政
状
況
や
施
策
の
状
況

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
、

市
政
全
体
に
対
す
る
理
解
が
深

ま
る
た
め
大
変
有
意
義
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、

事
業
別
財
務
書
類
な
ど
の
作
成

に
当
た
っ
て
は
、
款
別
に
予
算

計
上
し
て
い
る
人
件
費
の
事
業

別
割
り
振
り
が
必
要
に
な
る
な

ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
29
年

度
の
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
財

務
書
類
の
作
成
以
降
に
、
活
用

策
と
あ
わ
せ
て
全
庁
的
な
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

取
り
崩
す
と
と
も
に
、
例
年
の

２
倍
規
模
の
１
５
４
億
円
の
市

債
発
行
を
計
上
し
て
い
る
が
、

基
金
活
用
及
び
市
債
発
行
の
見

通
し
を
含
め
た
今
後
の
財
政
運

営
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
財
政
調
整
基
金
は
、
決

算
時
に
お
け
る
剰
余
金
等
を
積

み
立
て
、
各
年
度
の
財
政
運
営

で
財
源
が
不
足
す
る
際
に
取
り

崩
し
を
行
う
こ
と
で
、
年
度
間

の
財
源
調
整
を
図
る
こ
と
を
目

的
の
一
つ
と
す
る
基
金
で
あ
る
。

29
年
度
予
算
に
お
け
る
25
億
円

の
繰
り
入
れ
は
、
例
年
と
比
較

し
て
大
き
な
金
額
だ
が
、
前
年

度
に
お
け
る
積
立
金
や
決
算
剰

余
金
の
見
込
み
額
な
ど
か
ら
十

分
対
応
が
可
能
と
見
込
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
今
後
も
安
定
的
な

財
源
と
し
て
一
定
の
基
金
規
模

を
確
保
し
つ
つ
、
適
正
な
範
囲

内
で
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
今
後
の
市
債
の
発
行

見
通
し
に
つ
い
て
、
発
行
額
は

近
年
に
比
べ
て
増
加
す
る
見
込

み
で
あ
る
が
、
健
全
化
判
断
比

率
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

国
の
定
め
た
早
期
健
全
化
基
準

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
今
後
も
十
分
な
健
全
性
を

維
持
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

一
方
で
今
後
５
年
間
の
財
政
見

通
し
で
は
財
源
不
足
が
生
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
取
り
組

む
行
財
政
改
革
の
中
で
事
業
全

体
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、

適
宜
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
適
切
な
市
債
の
発
行
額
を

見
定
め
、
有
効
な
財
源
と
し
て

活
用
し
な
が
ら
財
政
の
健
全
化

を
維
持
し
て
い
く
。

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　

超
高
齢
社
会
に
対
応
し

た
交
通
安
全
対
策
は
、
す
ぐ
に

取
り
か
か
る
べ
き
大
変
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
今
後
も
市
が
行

っ
て
い
る
交
通
安
全
施
策
を
拡

大
し
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

市
独
自
の
事
業
を
率
先
し
て
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

平
成
28
年
中
の
本
市
の

交
通
事
故
件
数
は
、
１
２
９
３

件
で
前
年
と
比
べ
１
５
０
件
減

少
し
て
お
り
、
全
体
の
事
故
の

う
ち
高
齢
者
が
関
係
し
た
も
の

は
約
31
％
で
あ
っ
た
。
全
国
で

交
通
事
故
は
年
々
減
少
し
て
い

る
が
、
高
齢
者
の
か
か
わ
る
事

故
の
割
合
が
非
常
に
高
く
、
重

大
事
故
に
及
ぶ
可
能
性
も
高
い

こ
と
か
ら
、
社
会
的
に
高
齢
者

へ
の
交
通
安
全
対
策
が
重
要
視

さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
現
在
各
地
区
に

お
い
て
高
齢
者
交
通
安
全
教
室

を
行
う
ほ
か
、
シ
ル
バ
ー
四
輪

ド
ラ
イ
バ
ー
ス
ク
ー
ル
、
交
通

安
全
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
交
通
事
故
防
止
運
動
な
ど

に
お
い
て
地
域
の
交
通
安
全
対

策
協
議
会
な
ど
に
よ
り
街
頭
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
幼
児
、
小
学
生
、

中
学
生
へ
の
段
階
に
応
じ
た
交

通
安
全
教
室
を
継
続
し
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
へ
の

交
通
安
全
教
室
に
つ
い
て
は
、

歩
行
時
、
車
及
び
自
転
車
な
ど

交
通
用
具
の
利
用
時
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
、
状
況
に
応
じ
た
高

齢
者
に
と
っ
て
注
意
す
べ
き
こ

と
な
ど
必
要
な
知
識
や
技
術
を

習
得
す
る
た
め
に
、
参
加
、
体

験
、
実
践
等
の
方
法
を
積
極
的

に
活
用
し
た
内
容
と
す
る
こ
と

で
、
交
通
ル
ー
ル
の
徹
底
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
り
、
事
故
の

減
少
に
努
め
て
い
き
た
い
。

意
識
の
共
有
に
努
め
る
と
と
も

に
、
再
発
防
止
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
仕
組
み
づ
く
り
や
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
な
ど
、
一
層

の
意
識
の
定
着
と
高
揚
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
市
民
と
の
共
有
に
つ

い
て
は
、
市
政
運
営
の
総
合
指

針
を
初
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
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公
会
計
制
度
改
革

今
後
の
取
り
組
み
は

高
齢
者
の
交
通
安
全

教
室
の
充
実
に
努
め
る

指
定
管
理
者
制
度

市
民
協
働
の
運
営
を

代
表
質
問

主

質

と

弁

な

問

答


